
卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ･ポリシー）の学習成果と学位論文等審査基準の対応マップ
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研究の独創性と研究
分野への貢献

研究課題、分析手法、および得
られた知見には先行研究には見
られない独創性があり、当該研
究分野への学術的貢献が明確に
認められる。

研究課題、分析手法、あるいは
得られた知見のいずれかに先行
研究には見られない独創性があ
り、当該研究分野への一定の学
術的貢献が認められる。

研究課題、分析手法、あるいは
得られた知見には先行研究と比
較して一定の独創性があり、当
該研究分野への一定の学術的貢
献が認められる。

研究課題、分析手法、および得
られた知見には先行研究と比較
して独創性が十分ではなく、ま
た、当該研究分野への学術的貢
献が明確ではない。

結論の妥当性

分析結果と結論との間に飛躍が
なく、分析結果から明らかに
なった結果を整理し、高度な経
済学の専門知識に基づき結果を
論理的に考察している。

分析結果と結論との間に飛躍が
なく、分析結果から明らかに
なった結果を整理し、一定の経
済学の専門知識に基づき結果を
考察している。

分析結果と結論との間に飛躍は
なく、分析結果から明らかに
なった結果を整理しているが、
結果の解釈に関しては経済学の
専門知識に基づいて改善する余
地がある。

分析結果と結論との間に飛躍は
があり、また、経済学の専門知
識に基づく結果の解釈が不十分
である。

研究方法及び調査方
法の妥当性

研究目的の達成に必要かつ十分
なデータや資料を収集してお
り、それらを研究目的に沿って
正しくかつ効率的に活用し、的
確に提示している。

研究目的の達成に必要なデータ
や資料を収集しており、それら
を研究目的に沿ってほぼ十分に
活用し、提示している。

研究目的の達成に必要なデータ
や資料を収集しており、それら
を研究目的に沿って活用してい
るが、さらに改善の余地があ
る。

研究目的の達成に必要なデータ
や資料を十分に収集していると
は言えない。

課題を追求する上で
の方法論の適切性

研究目的を達成するために最も
ふさわしく、かつ当該分野にお
いて高い水準の分析手法を正し
く選択している。

研究目的を達成するためにふさ
わしく、かつ当該分野において
一定水準の分析手法を選択して
いる。

研究目的を達成するためにふさ
わしい分析手法を採用している
が、さらに改善の余地がある。

研究目的を達成するための手法
が正しく選択されているとは必
ずしも言えず、当該分野におけ
る一定水準に達しているとは言
えない。

研究課題の明確性及
び先行研究を踏まえ
ての的確性

必要かつ十分な先行研究が評価
された上で、学術的意義の高い
研究課題であることが明確に説
明されている。

必要な先行研究が評価されてお
り、学術的意義の高い研究課題
であることが明確に説明されて
いる。

必要な先行研究が評価されてお
り、一定の学術的意義が示され
ている。

必要な先行研究の評価が不十分
であり、研究課題の学術的意義
に対する説明も不明瞭である。
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卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ･ポリシー）の学習成果


